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●大牟田市の人口
約210,000人 ⇒ 110,590人
（1960年） （202１年１０月）

●高齢者数 41,242人

高齢化率 ３７．３％

●世帯数 56,059戸

高齢者のいる世帯 30,407戸

高齢者単身世帯数 14,929戸

●小学校数（日常生活圏域） 19小学校

●地域包括支援センター数 6か所（委託）

●要介護認定率 17.8%

●初期集中支援チーム数 １チーム

●認知症地域支援推進員 １人（兼務）

＊ 20２１年10月現在

宮原坑(世界文化遺産)

福岡県大牟田市の概況

大蛇山祭り



見守り体制の在り方と展開

② 町全体で認知症の人を見守る。

① 地域住民と共に認知症の人を見守る。

③ 役割を果たしながら、共に生きる。



１．認知症の人と家族を支え、見守る地域の意識を高め認知症

の理解を促進していく

２．高齢者を隣近所、地域ぐるみ、多職種協働により可能な限り、

声かけ、見守り、保護していく実効性の高いしくみの充実

３．認知症になっても安心して暮らせるために、「安心して

外出できる町」を目指していく

認知症SOSネットワーク模擬訓練
ＳＩＮＣＥ ２００４



実行委員会メンバー（校区によってメンバーは異なる）
○民生委員・児童委員協議会

○校区町内公民館連絡協議会

○校区社会福祉協議会

○地域の医療、介護事業所(事務局)

○地域包括支援センター

○認知症ライフサポート研究会運営委員

○大牟田市長寿社会推進課

認知症SOSネットワーク模擬訓練に向けた取り組み

声かけ訓練や情報伝達網の再整備、認知症サポーター養成講座など必
要となる取り組みについては、各校区それぞれにおいて検討を進め、訓練
当日に先立つ準備として各校区で事前に実施する。

各小学校校区での実行委員会の設立



開 催 日 ： 平成19年9月23日(日)

参 加 者 ： 9  名

外 出 役 ： 1  名

訓練結果： 2時間歩き１件の声掛け

実行委員を中心に事務局に集合し開会式
(認知症サポーター養成講座・声掛けの方法
・道に迷った方を見つけた際の連絡先等)
を実施。
その後に、外出役に対し、声をかける。
＊連絡網無し。啓発メイン。

第1回 認知症SOSネットワーク模擬訓練



①現実に目を向け“他人事”から“自分事”へ ②新たな組織が加わり事業が活発化

白川校区
社会福祉協議会

白川校区
民生児童委員連絡協議会

白川校区
老人クラブ

医療法人 静光園
医療連携室

白川校区
公民館連絡協議会

白川校区
いきいきクラブ

中央地区
地域包括支援センター

地域の中での支え合いや
ネットワークの必要性について検討

認知症SOSネットワーク模擬訓練後のフォロー

任意団体
白川ふれあいの会 設立



認知症SOSネットワーク模擬訓練
を通して見えてきた課題

・隣り近所の付き合いをベースに情報を広げる。
・本人の地域での繋がりを保つ関係づくり。
・「認知症」を地域で公言できる関係づくり。



地域住民間の情報交換や悩み相談場所
としての拠点が必要

自宅から徒歩で通える距離につくる。

第2回 認知症SOSネットワーク模擬訓練からの展開



• サロンの開業資金、運転資金

• ボランティア保険への加入

• 継続的な事業開催費

などを確保しなくてはならない。

地域の拠点設置に向けての課題

サロンなどの開設には資金が必要。
また契約行為は誰がするのか。



3点の問題から法人格取得

① 社会的信用獲得

・空家の契約とボランティアの提供

② 自主財源確保による連帯感と目的

・目標に到達するという契機と資金の透明化

③ 継続性、自主性を持たせる為の組織化

・責任感の獲得と入りやすさ

NPO法人 の 設立

それらの課題を乗り越えていくために



• 開催日：平成21年11月15日

• 出席者：54名

NPO法人 しらかわの会の設立



「NPO法人 しらかわの会」の活動計画基本目的

高齢者、障害者等の世帯を対象に個別訪問を実施し、家事支援及び生活相談に応じ
自宅で安心して生活できるように支援する。また安心して住める町づくりを目指す為、
環境整備や安全確保を重点に地域の活性化に寄与する。

事業名 具体的内容 実施予定

・日常生活支援事業 ・個別訪問による対応
・買い物運送バス
・サロン事業
・外国人への日本語教室

随 時

・環境美化部会 ・堂面川河川敷清掃
・地域内の清掃活動

1回／年
1回／年

・安心、安全部会 ・防犯灯及び危険個所点検
・地域広報誌発行

２回／年
随 時

・こども部会 ・通学路点検
・学校諸行事の支援
・こどもの居場所つくり
・障害児の登下校支援

２回／年
随 時

・自治体及び他団体の支援事業 ・認知症SOSネットワーク
模擬訓練
・白川まつり

１回／年
１回／年



19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
28年度
(2回)

外出役 1名 6名 20名 26名 26名 26名 26名 50名 26名 13名

参加者 9名 87名 240名 165名 167名 162名 185名 232名 192名 202名

声かけ 1件 35件 361件 247件 268件 317件 299件 492件 304件 151件

啓発重点型
情報
伝達

５ 自治体他団体との協力事業
（認知症SOSネットワーク模擬訓練）



行方不明者役・サポーターの役割

行方不明者役 サポーターB

こんにちは。今から認知症役の方が
来ますので対応してみてください。

例）ここはどこですか？
ご対応して頂き

ありがとうございました。

サポーターC

記録シートの記入

サポーターA地域の方

・それぞれに、記録や徘徊役のフォローなどの役割を持つ。

５ 自治体他団体との協力事業
（認知症SOSネットワーク模擬訓練）



５ 自治体他団体との協力事業
（認知症SOSネットワーク模擬訓練）

2014年度 認知症SOSネットワーク 実施状況



５ 自治体他団体との協力事業
（認知症SOSネットワーク模擬訓練）



５ 自治体他団体との協力事業
（認知症SOSネットワーク模擬訓練）

スタッフ 集合写真

ハピネス/H30模擬訓練(ハピネス).pptx


医療機関、介護施設として

“利用者”と“地域”との連携

インフォーマルを中心とした支援



本人

インフォーマル

別居家族

フォーマル

これらの取り組みから生まれて来た事例



本人

事業所職員

事業所職員
地域住民

これらの取り組みから生まれて来た事例



見守り体制の在り方と展開
（無関心層へのアプローチ）

❷ 町全体で認知症の人を見守る。

➀ 地域住民と共に認知症の人を見守る。

③ 役割を果たしながら、共に生きる。



住民 × 商店 × 教育 × NPO

包括 × 福祉・医療 × ボランティア等

「困っている事」と「もったいない事」

のアイデアを掛け合わせ

楽しくわいわい 創っていく

ワークショップ 開催！！！

まちでみんなで超高齢化社会を考える



地域包括支援センター

商店街会長

経済調査協会

大学教員

介護JC事務局

商店街ユーザー

NPO代表

商店街店主

商店街副会長
自治会長＆商店主

地元飲食店主

保育士

地域包括支援センター

地域包括支援センター

自動車整備工 中心商店街連 会長

まちづくり団体 代表

アパレル店 店主

介護サービス事業所保育士

保育士

「こんな町に住みたいな」 ⇒ 困っていること。 もったいないこと。 多業種ワークショップ

保育士

不動産会社

元報道関係者

地域包括支援センター





近頃 猿渡さん
来なくなったなー

コミュニティが崩れ
引き篭もりがちに

やむなく施設入所



買い物難民（認知症）の為に地元商店街との共同サロン開催



司法・福祉・建築・税務・不動産関係専門職による
住まい確保の為のコラボレーション

身元引受・連帯保証を担うNPO法人 ライフサポートセンター



大牟田
人とまちづくり協議会主催

ワークショップ
年間３回～４回開催中

熱ければ誰でも、参加可！！

農業関係者や住職、パチンコ店などもWSに参加！！

認知症の人にとっては大切な場所。私たちが繋
がることで認知症の本人、お店も安心。



見守り体制の在り方と展開
（無関心層へのアプローチ）

② 町全体で認知症の人を見守る。

➀ 地域住民と共に認知症の人を見守る。

❸ 役割を果たしながら、共に生きる。



白川校区における成果と課題

〇模擬訓練の目的である“啓発”と“連絡網(セーフティーネット)”の整
備、そして、その活用ができるようになることを目的に12年間取り組ん

できた。その結果、多くの住民が参加し「地域の中での体制」が構築で
きつつある。熱心に「認知症の人を支えましょう」と言い続けてきた結果
だと考えている。

〇一方では懐疑的になっていることもある。長年、この訓練に携わって
きた人が認知症になり、閉じこもりがちになっている。これは「認知症に
なっても安心して外出できる」という目的とは逆の結果である。

〇私自身に置き換えてみると、認知症になったら「恥」をかきたくない
ので自宅に引きこもるだろう。
自分の中の認知症像が「それ」であるとすれば、多くの住民も「そう」
である。訓練が「それ」を作ってきたのかもしれない。

〇今年からの模擬訓練は「それ」に着眼し取り組みたい。
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本人の声を起点に

From the voice of the person himself



「やりたいことや、家庭のことを話せる仲間」

認知症の本人ミーティング



当事者

プロジェクト

様々なセクター

認知症の人と共に歩む街づくり



認知症にやさしい図書館＆博物館プロジェクト
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認知症の人と共に作る街づくり
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本人が望む暮らしを

The life that the person himself wants



人間の欲求理論



認知症の人の就労や社会参画WS

・企業関係者

・高齢福祉関係者

・行政関係者



認知症の人の就労や社会参画
有明新報 2018.4.19

2018年_地域共生社会の実現に向けて.mp4
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誰のためか、何のためか

For everyone, for what


